
Google 
アナリティクスの 
実践活⽤

初⼼者からの脱却

アナリティクスのなんとなく⾒⽅は分かるが実際に活⽤すると

なるとどうすればよいのか分からない⽅へ



理想的な 
サイトの運⽤



収益増加を⽬的としたサイト。 

サイトへ訪問したユーザーに対

して商品やサービスを提⽰して

購⼊を促す

セール

情報提供を⽬的としたサイト。 

もともとの利⽤ユーザーに向け

て情報提供を思としている

インフォメーション

企業などのイメージ向上を⽬的

としているサイト

ブランディング

ある種の情報に特化してユー

ザーのアクセス増加が⽬的のサ

イト

メディア

様々なサイトの⽬的
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企画/制作を得てサイト公開 サイトに訪問したユーザーの
動きなどを観察 
しっかりサイトが利⽤されて
いるかを確認

サイトへの訪問データを観測
するうちに出てきた問題をあ
ぶりだしか改善へ

サイトを公開→運⽤開始 効果測定/検証

改修/改善

最⼤限にサイトを活かすのであれば理想はアクセス解析を元に改善していきたい！ 

02と03を繰り返す



アナリティクスを
活⽤する前に



抑えておきたい 
メジャーな指標 
（初⼼者向け）



よく⾒るページ - サマリー

閲覧されたページの合計数で

す。同じページが繰り返し表⽰

された場合も集計されます。

ページビュー数

指定したページが 1 回以上閲覧

されたセッションの数です。

ページ URL とページ タイトル

の組み合わせごとにカウントさ

れます

ページ別訪問数

ユーザーが特定のページやスク

リーンまたは⼀連のページやス

クリーンを閲覧した平均時間で

す。

平均ページ滞在時間

ページで何も⾏われなかった 1 

ページのみのセッションのパー

セント数。直帰の場合、セッ

ション継続時間は 0 秒です。

直帰率

サイト内の指定した 1 ページま

たは複数のページからユーザー

が離脱した回数の割合です。

離脱率



サイトへどういったキーワード

で検索して訪問したのか

キーワード

どのようなソーシャルネット

ワークを使⽤してサイトへ訪問

したか

ソーシャル

訪問したユーザーの年齢

年齢

サイトを利⽤しているユーザー

がどこからアクセスしているか

地域

訪問したユーザーの性別

性別

サイトへ訪問したユーザーがど

ういったコンテンツ（ページ）

を遷移しているか

サイト内の遷移

サイトを閲覧しているユーザー

が使⽤しているデバイス 

‧PC 

‧スマホ 

‧タブレット 

など

デバイス

サイトへ訪問したユーザーがど

のサイト‧サービスからやって

きたか

参照元

ユーザーが使⽤しているデバイ

スの端末情報など

モバイル端末

サイトを利⽤しているユーザー

がしようしているブラウザやOS

ブラウザ/OS

アナリティクスで分かること（例）



はじめに 
やっておきたい設定



サイトを公開するときにアナリティク

スの設置と共にサーチコンソールの登

録も⾏うと思いますが 
同時にアナリティクスとサーチコン

ソールの連携を設定しておけば、サー

チコンソールのキーワードなどをアナ

リティクスで確認することができる

サーチコンソールの
連携



サイトに訪問した（⼀部）ユーザーの

年齢や性別など取得が可能です。 
しかし、デフォルトでは情報の取得が

オフになっているので設定を変更して

取得可能な状態にする必要がありま

す。

ユーザー属性の
設定



デフォルトでは運⽤側のアクセスも数

値取得されてしまうので運⽤側含め関

係者のアクセスが影響しないようにす

る必要がある。 
 
�.IPアドレスでの除外設定 
固定IPを利⽤している場合はIPアドレス
を登録することによりそのIPアドレス
からのアクセスは影響を受けない 
 
2.アドオンでの除外設定 
専⽤のアドオンを⼊れすことによりア

ドオンを⼊れたブラウザからのアクセ

スは影響を受けない 

アクセス除外
設定

対象ブラウザ：Chrome、Internet Explorer ��、Safari、Firefox、Opera



コンバージョン ＝「成果」 
サイト内での成果を決めアナリティク

ス上で成果ごとに設定を⾏う。 
 
例） 
‧ページ閲覧 
‧お問合せ 
‧電話番号クリック 
‧資料のダウンロード

コンバージョン
設定
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サーチコンソールと連携して
アナリティクス内でキーワー
ド情報など確認できる

サイトへアクセスしたユー
ザーの性別や年齢など確認で
きるように

関係者側のアクセスを除外し
て純粋な利⽤ユーザーだけの
数値を取得できるようにする

サーチコンソールの連携 ユーザー属性の設定

アクセス除外設定 04
コンバージョンを設定し 
どうすればサイトの成果が改
善んされるのかを分析する

コンバージョン設定

はじめにやっておきたい設定-まとめ



やっておいたら/知っていたら 
役⽴つ設定 
(中級者向け) 



URLにパラメータを付与することでカスタム
URLとして利⽤可能。 
特定の外部からのリンクにカスタURLを使⽤
すると、そのサイトからの正確な流⼊数の集

計が可能になる。 
キャンペーンごとに細かく流⼊元を集計した

い場合やリファラー情報を出していないサイ

トのリンクに使うと便利 
 
例） 
‧ランディングページなどの誘導リンク 
‧特定の外部サイトバナーリンク 
‧リファラーのないサイトのリンク 
‧メルマガ内のリンクとして

https://xxx.com/?utm_source=aaa&utm_medium=bbb 

&utm_campaign=ccc&utm_term=ddd&utm_content=eee
カスタムURLの作成

必須のパラメータ



集客>すべてのトラフィック>参照元よ
りユーザーがどこからきたのかが分か

る。 
通常リファラーを出していないサイト

でもカスタムURLを使⽤することで正
確な流⼊元を把握できる。

カスタムURLの
使⽤例

https://hogehoge.com/?utm_source=google&utm_medium=gbiz



スプレッドシートでカスタムURLの管理

↓
https://hogehoge.com/?utm_source=google&utm_medium=gbiz

↑なくても⼤丈夫



イベントトラッキングを設置することによっ

てサイト内でユーザーがリンククリックなど

起こしたアクションを細かく集計することが

可能 
 
例） 
‧メニューリンクが何回クリックされたか 
‧電話番号ボタンが何回クリックされたか 
‧ファイルが何回ダウンロードされたか 
など

イベント 
トラッキング

<a href="http://hoge.pdf" onclick="gtag('event', 'download', 

{'event_category': 'pdf','event_label': 'ファイル名','value': '�'});"> 

資料をダウンロード</a>

【イベントトラッキングを⼊れたアンカータグ】

【トラッキングのタグ】

gtag( 

'event', 'download',  

      { 

          'event_category': 'pdf', 

          'event_label': 'ファイル名', 

          'value': '�' 

    } 



イベントトラッキングの数値の確認



アナリティクスにはマイレポートやカ

スタムレポート/データポータルなどさ
まざまなレポート機能が備わってい

る。 
 
アナリティクスの設定でこれらのレ

ポートを定期的にPDF化して配信するこ
ともできる。 
 
例） 
毎⽉1⽇にカスタマイズした過去⼀ヵ⽉
分のレポートを指定したメールアドレ

スに配信
※マイレポートは専⽤リンクを発⾏してカスタマイズしたレポートを別のプロパティへコピーできる

レポート作成/ 
定期配信



レポートの定期配信
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URLにパラメータを付与して
カスタムURLを作成。 
カスタムURLを使⽤すること
によってユーザーがどこから
来たのかを正確に把握するこ
とが可能に

イベントトラッキング機能を
使うことにより、サイト内お
こるイベント（クリックな
ど）を独⾃に集計することが
できる。

アナリティクスのレポート機
能を使って⾒たい情報だけを
まとめることができる。 
さらに設定によって任意のア
ドレスへPDFファイルで定期
的に配信することも可能

カスタムURLの作成 イベントトラッキング

レポート作成/定期配信

やっておいたら/知っていたら役⽴つ設定 - まとめ



アナリティクス 
活⽤実例



定期的に観測して
変化を読み解く



定期的に⾒ることで勘が養われる

理想は毎⽇、最低でも毎⽉は⾒ておきたい

毎⽇/週⼀回/⽉⼀回など定期的に⾒て 

前⽇と⽐べて、前週と⽐べて、先⽉と⽐べてなどの変化を⾒る。 

 

特にサイトに何か施策を⾏ったのであればそれが改善されたのかを⾒ることが重要 

改善が⾒られたのであれば、その施策が有効であったと証明になる。 

改善が⾒られない場合は、その理由の分析が必要になる。 



検索サービスなどでアクセスされる場合

はどういったキーワードで認識されてい

るかをサーチコンソールで確認

どいうったキーワードで

訪れているのか

検索サービスなのか？SNSなの

か？広告なのか？ 

普段からどういうルートでどの

程度サイトにアクセスがあるの

かを認識しておく

どこからの流⼊が 

多いのか

サイト⾃体のアクセスを定期的

に確認して⼤きな変化が無いか

意識して置く

どれくらいの流⼊が 

あるのか

設定したコンバージョンがある

なら⽇々のコンバージョン数を

確認して変化を観測する

どのくらいの成果が 

あがっているのか

サイトでどのコンテンツ（ペー

ジ）が多くみられているかを認

識して置く。 

季節によってユーザーの趣向が

変わることもある

どのコンテンツが 

⾒られているか

定期的に確認する情報例



⼀般的な 
流⼊経路

‧Google検索 

‧Google広告 

‧Yahoo!検索 

‧Yahoo!広告 

‧他検索サービス（Bingなど） 

‧SNS(Facebook/Twitter/Instagram/Line/etc�) 

‧SNS広告 

‧ダイレクト（ブックマーク/その他） 

‧ポータルサイト 

‧関連サイト（紹介など）

など

どの流⼊からのコンバージョンが多いかを観測する。 
平均セッション時間はユーザーの興味の表れ。コンバージョン数は割と⽐例する。
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ユーザーの興味の多いコンテ
ンツを増やしてSEOを強化 
 
Googleビジネスなどもしっ
かり情報を⼊れておく

適切な広告費か？コンテンツ
に対しての⽂⾔など適切か？

ユーザーが最初に訪れるページで適
切に誘導できているか？ 
 
また、ユーザーが興味あるコンテン
ツをしっかり提⽰して遷移してもら
えているか？ 
 
お問合せのハードルは⾼くないか？

検索サービス 広告

誘導03 誘導 その他サイトの相性によっては 
SNSなども...

ユーザーの流⼊経路を意識しつつ各経路の強化



Google Analytics� 
について



2023年の7⽉1⽇よりユニバーサルアナ
リティクスの情報取得が停⽌（※2022
年6⽉時点） 
すぐには使わなくても使う予定がある

のであれば、今からGA�を設定しておい
て数値を蓄積させておくことが⼤事 
 
ユニバーサルアナリティクスを使⽤して

いる場合は、GA�アシスタント設定を利
⽤することによって簡単にGA�のプロパ
ティを追加できる。 
 
ユニバーサルアナリティクスのタグを新

しく設置するGA�プロパティと紐づけが
できる

GA�への移⾏



2023年の7⽉1⽇よりユニバーサ

ルアナリティクスの情報取得が

停⽌（※2022年6⽉時点） 

 

データの蓄積も考えて余裕を

持ってGA�への移⾏が必要

2023年の7⽉1⽇ 

完全移⾏

サイト上での様々なイベント

（アクション）をもとに数値が

集計されている 

‧ブラウザのフォーカス 

‧カーソルのホバー 

‧クリック 

‧スクロール 

など

イベント（アクション）

で集計

PC/スマホ/スマホアプリといっ

たプラットフォームをまたぐ測

定が可能に。 

 

管理画⾯よりスマホアプリを追

加して利⽤

クロスプラットフォーム

測定

ユニバーサルアナリティクスで

は存在した直帰率や離脱率も

GA�では廃⽌に。

直帰率/離脱率など

がなくなる

ページセッション/ユーザーセッ

ションがなくなる。とはいえ

ユーザー数やセッション数はそ

れぞれ取得可能なので⾃⾝で割

り出す

ページセッション/

ユーザーセッション

がなくなる ユニバーサルアナリティクスと

GA�、分析⽤語や分析指標に違

いはあるが分析できる領域は基

本的には同じ 

分析⽤語や分析指標

に違い

ユーザーのスクロール数では、

ページの90％下までスクロール

した際にカウントされる。 

 

ページに対するユーザーの興味

を⽐較することが可能。

ユーザーの 

スクロール数

GA�の概要



定期的に⾒る、定点観測しつつ変化を読み解くこと⼤事

解析するためにサイトに合ったポイントを抑える

情報をうまく活⽤するためにはお客様であったり制作者との連携（協⼒）も必要 

GA�の移⾏は早めに済ませておき、今からでも触って慣れていく

明確な⽬標があるとアクセス解析するモチベーションになる

必要/正確な情報を取得できるようにしっかり設定しておく

本⽇のまとめ



効果測定や改善はコストを伴う。現実問題は企業に

よってはここにコストをかける事が少ないのも事実 
運⽤側（事業者）の認識の改善があると良い 
 
業界の単価が上がらないのは、事業側によるサイト

からのパフォーマンスが不透明なため。 
アクセス解析などを⽤いる事によって収益を視覚化

すれば業界は（資⾦投⼊により）潤うはず！



END
ご清聴ありがとうございました。




